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東京商船大学の小型練習艇史(その4 )
『っばめ』および『ちどり』名称系譜艇
Hystory of Small Training Vessels Owned by Tokyo University of Mercantile Marine (Part 4 )
Training Motorboats in Succession to TSUBAME and CHIDORI
by
Takashi MORISHITA
Abstract
Training motorboats in succession to the first motorboat TSUBAME in Taisho era were not recorded in
the Centennial Hystory of Tokyo Uninersity of Mercantile Marine, so the author found and described hys-
tories of the first TSUBAME in Taisho era and the second TSUBAME in early Showa era and the third
TSUBAME used by the University in Shimizu-city after the war in this paper.
The first motorboat CHIDORI was recorded in the Centennial Hystory that she was captured by U.S oc-
cupied forces just after the end of the war and returned to the Nautical College, the predecessor to the
University, but emeritus professor of the University Shohji testified that she was left long time on Shinkawa
canal in Tokyo and siftted by his colleagues and students from there to the landing stage of the Maritime
Institute on March, 1946 an`d used by the College. The story was written in this paper.
1.まえがき
わが国の主要な海運会社,とくに日本郵船株式会社は所属の航洋船から小蒸気船にいたるまでの諸船の所属し
た経緯から廃船にいたるまでの船歴についての記録をよく残している｡これに対して,東京商船大学とその前身
校では,明治丸と大成丸の大型練習船についての記録はよく残されているが,小蒸気船やカッターなどの練習舟
艇については船名または艇番号すら記録されていないものも多く,商船学校校友会雑誌,商船学校一覧,商船学
校写真帳,東京高等商船学校席上課程修了アルバム, PRパンフレット東京高等商船学校などに掲載された写真
にうつる練習舟艇の名称さえも現在では不明のものが多い｡
東京商船大学とその前身校の一部の小型練習艇に関する記録は,東京商船大学九十年史第1章練習船史および
東京商船大学百年史の別編第4節小型練習船に先達の尽力によって一応はまとめられている｡しかしながら商船
学校校友会雑誌,商船学校一覧や商船学校写真帳などに船名や写真が掲載されていてその存在が明らかであるに
もかかわらず,東京商船大学百年史に掲載されていない小型練習艇,またはそれに記載されていてもその記録が
不十分であったり誤っている小型練習艇について,調査の結果新しい知見を得た｡
このシリーズのその(1)では,まづ海軍省の舟艇の保管転換に関する公文書を兄いだすことにより,東京商船
大学百年史に記録されていない小型練習艇二四九(旧海軍第24号水雷艇)の船歴を明らかにした｡つぎにその製造
年が不明であった清見丸(旧海軍曳船公称第341号)の海軍省の舟艇製造に関する公文書を兄いだすことにより,
その製造年を特定した｡
その( 2 )では,東京商船大学百年史が小蒸気船第1世の弥生丸の寿命を1893(明治26) -1923年(大正12)として
いるのに対して,筆者は調査の結果,その間に第2世の弥生九の存在を発見し,第1世の弥生丸(商船学校所属
1893-1916年頃)および第2世の弥生丸(商船学校所属1917-1923年)の存在を立証した｡
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その(3)では,東京商船大学百年史に記録されていない明治と大正時代に本校の教職員と学生に愛用された
ヨール型クルージング木造ヨット揚風丸および昭和初期のヨット部に愛用されたA級ディンギーとL級『しぶ
き』の艇歴について報告した｡
ここでは,まづ東京商船大学百年史に記録されていない明治と大正時代に存在したモータボート練習艇,大正
時代の第1世の『っばめ』 ,昭和初期時代の第2世の『っばめ』および戦後清水で使用された第3世の『っば
め』の艇歴について報告する｡
つぎに戦後の混乱期から東京商船大学の全学東京移転後も東京で活躍した第1世の『ちどり』について東京商
船大学百年史は触れており,本艇は明治丸とともに終戦直後に進駐軍に接収され,昭和23年に接収を解除されて
高等商船学校へ返還されたとある｡しかしながら,本艇の高等商船学校への帰属の経緯については,当時の関係
者の証言と傍証によって,本艇はもともと本校の所属艇ではなくて,戦後の混乱期に新川に長い間係留放置され
ていたが,これを高等商船学校の東京分校で引き取って修理復旧し,有効利用したものであることが明らかと
蝣ma
2.明治と大正時代に存在したモータボート練習艇の航跡
1898年(明治31),東京の隅田川にガソリンエンジンを搭載した交通艇がはじめて導入された｡また1904年には
180HPのガソリンエンジンを主機とする日本海軍の第1号潜水艇を米国から購入し,我が国の内火艇時代の幕
開けとなった｡この当時,商船学校にもモータポート練習艇が導入された証拠を商船学校写真帳などの収録写真
から兄いだすことができる｡
明治と大正時代に存在したモータポート練習艇についての現在判明している記録はつぎのとおりである｡
( 1 )商船学校写真帳の先駆けとなった当時の商船学校の学生が製作した写真帳である越中島ライフ(1909年(明
治42) 7月発行)に写真411に示す明治丸の左舷ポンツーンに係留するモーターボートがある｡このモーターボー
トの艇体は商船色の白色のようである｡コックピット前部に風防,エンジンルーム･ハッチがあり,艇体の艇首
にスカットルが無く,乾舷がやや小さい感じである｡
-Ji.き　抜　悟　及　し　ろlr　架　帆
写其4-1明治丸左舷ポンツーンにもやう
石油発動社艇(アモビル)
(越中島ライフ　明治42年7月発行)
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(2)1911年(明治44) 8月28日発行商船学校校友会雑誌臨時号の同年7月26日の東京湾を襲った猛烈な台風の被
害報告に, 『(二)練習船及舟艇(ニ)艇庫』の項にモーター艇の収納の記事があり,高潮により校庭に流されたが
修繕不要と報じている｡さらに同報告の『商船学校海南被害平面図』の艇庫の中の上から3番目の艇に『アモビ
ル』の記入があり,これが本艇であることを示し,その艇体のサイズはカッターと同程度であったことがわか
る｡
( 3)明治45年版と大正2年版の商船学校一覧の『第14章舟艇及其ノ練習の第1条学生練習用トシテ備付ノ舟艇
及其ノ受持左ノ如シ』の一覧表(本研究報告(その1)表ト1参照)に石油発動機艇が記載されており,その当時も健
在であったことを裏付けている｡
(4)大正4年(1915)秋の商船学校写真帳(山田義夫(E59)の席上課程修了アルバム)に明治丸の船首前方に係留
する本艇らしい艇の写真がある｡
(5)大正6年(1917)夏の商船学校写真帳(大正6年7月12日印刷納本,木下　栄(N71)の席上課程修了アルバ
ム)に明治丸の船首前方に係留する本艇らしい写真がある｡
(6)1917年(大正6)10月1日　高潮を伴う猛烈な東京湾に台風来襲,東京に死者,行方不明1144名｡明治丸
弥生丸,松風は共にポンド前校庭に摘座破損など台風被害を報じる商船学校校友会雑誌222号に本艇に関する記
事はない｡
3.大正時代に存在した第1世の『つばめ』の航跡
筆者が『っばめ』名称の商船学校のモーターボート練習艇をはじめて見たのは1919年夏版の商船学校写真帳の
掲載写真である｡この第1低の『っばめ』については商船学校校友会雑誌も商船学校一覧も一言も触れていな
い｡
(1)商船学校写真帳(大正8年(1919) 7月1日印刷納本,染谷高次郎(E69)の席上課程修了アルバム)に写真
412に示す航行中の『ッバメ号』の写真があり,つぎの説明文がついている｡
『モータボート　紺碧の潮を純白の花と砕いて満々と湛えた品川湾をツバメ号が上って行く｡ハンドルをとる
海の子が魂は白い鴎となって-イ二ウ三イとお台場の方へ飛んでいる』 0
本船は海軍の交通艇型の木造ガソリンエンジン内火艇であり,コックピットは取り外しが出来る屋根付きであ
る｡艇体は海軍色の灰色から商船色の白色塗装となっているようであるが,ずいぶんにくたびれた感じがするこ
とからも,保管転換書類は見当たらなし､が本艇は海軍の廃艇で保管転換を受けたものと推量される｡
写真4-2　第1世の｢つばめ｣
(商船学校写真帳　大正8年7月1日印刷納本)
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( 2 )大正4年秋の商船学校写真帳(山田義夫(E59)の席上課程修了アルバム)に本艇の写真はない｡
(3)大正6年夏の商船学校写真帳(大正6年7月12日印刷納本,木下　栄(N71)の席上課程修了アルバム)に本
艇の写真はない｡
( 4 )大正10年夏の商船学校写真帳(大正10年6月29日印刷納本,菰田春雄(E76)の席上課程修了アルバム)に本艇
の写真はない｡当時モータポートは人目をひいたであらうから,本艇が稼動中であればその写真はこれらのアルバ
ムに掲載されたに違いなかろうが,そうでないことは第1世の『っばめ』の寿命はごく短命であったと推定される｡
(5)三菱造船株式会社; 『商船建造の歩み1887-1958』の長崎造船所の建造リストによって,すこし新式過ぎ
るかもしれないが,本艇の要目を推量するとつぎのようになろう｡
造船番号269駆逐艦浜風付属, 1917年3月28日竣工のMotor Boat,長さ20′　-0"　幅6′　-o" ,深さ3′
-2･1/4" ,出力7馬力ガソリンエンジン1機｡
4.昭和初期に活躍した第2世の『つばめ』の航跡
(1)商船学校校友会誌329号(1927年(昭和2) 5月1日発行)の越中島便りの短艇隊応用教練の記事中に, 『第
1小隊司令艇たる自動艇ツバメは総司令艇となり』とあり,また写真4-3に示す『ッバメ』の写真がある｡艇体
は白色塗装の商船色で新艇の感じがするが,東京高等商船学校への導入に関する書類は見当たらない｡
(2)商船学校校友会誌387号(昭和7年3月25日発行)の越中島便りの春季短艇隊教練の記事中に, 『総司令つ
ばめ』とある｡
(3)赤堀　昇(E92)の席上課程修了(1933年(昭和8) 3月)アルバムに『ッバメ』による学生実習の写真があ
る｡本艇も大正8年と同型の海軍の6m交通艇型の木造ガソリンエンジン内火艇であるが,コックピットに屋根
が付かない｡
(4)東京高等商船学校(昭和11年11月24日発行の同校のPRパンフレット)に写真414に示す機艇『っばめ』の写
真がある｡
(5)本艇は年老いて使用に耐えず,艇庫にお蔵入りのままで航行することはなかった(1938年(昭和13)入学の
庄司和民本学名誉教授の談話) 0
写真413　短艇隊応用教繊出発の第2世の｢つばめ｣
(商船学梗校友会誌329号　昭和2年5月1日発行)
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写真4-4　第2世の｢つばめ｣
(東京高等商船学校　昭和11年11月24日発行)
(6)昭和18年(1943)頃,越中島に来訪の高松宮が艇庫の『っばめ』を視察して『商船学校の癖に機動艇が少な
いね｡これいっぱいか,もっと増やしてはどうか｡海軍へ行ってもらって来てはどうか』と話した(明治丸史,
佐野　桂(N97)の思いで)0
この高松宮の話を受けて海軍より内火艇の保管転換をうけたという記録も見当たらないし,また当時の関係者
もそのような内火艇の保管転換の話を否定している｡
( 7)三菱造船株式会社;商船建造の歩み1887-1958の長崎造船所の建造リストによって本艇の要E]を推定する
とつぎの艇の類似艇となろう｡
造船番号381第1号付属, 1922年12月28日竣工のMotor Boat,長さ20′　-0",幅6′　-0"　深さ2′ -10-1/2" ,
池貝海軍型出力10馬力ケロシンエンジン1機,試運転速力6.290kt｡
(8)1945年(昭和20) 9月22日通告により占領軍に接収された舟艇リストに『っばめ』の記録はない｡
5.第3世の『っばめ』の航跡
(1)清水市折戸の商船大学の艇庫の入り口で,写真415に示すコックピットに日除けの幌を取り付けた白色塗
装の第3世の『っばめ』を背景にしてクラスメートなど5人と撮影した写真が現存する(1951年(昭和26) 5月筆
者撮影)｡当時は本艇もよく活躍していた｡
(2)戦後,清水と東京校舎の海岸教室の機関部を担当した海老名　清元教官は,本艇の清水時代のエンジンに
ついてつぎのように回想し,図4-1に示す本艇のスケッチを措いている｡
『機関は普通車のエンジンに改装されていて,冷却水ポンプによってジャケットを直接海水冷却したもので
あった｡本艇を担当して2年目にシリンダーをポーリングした｡エンジンに水漏れを起こして2回オーバーホー
ルを自分でした｡昭和30年頃から本艇は艇庫の奥にお蔵入りのままになっていた｡昭和35年全学東京移転に伴い
東京に搬送したが,使用しないままに廃船になった』 0
(3)第4世の『っばめ』 (1982年(昭和57)12月10日竣工一現役)｡　船舶検査済票の番号第230-116558号.船型
ストライプ型.船体材質　FRP.航行区域　沿海.全長　7.68m.巾2.88m.深さ1.43m.総トン数　4.05.主機
関　ボルボ175Ps*2,最高速力　35kt.最大搭載人員10名.製造　ヤマハ発動機. (写真4-6)｡
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写真4-5　第3世の｢つばめ｣のトランザム
(昭和26年5月　清水市折戸艇庫前)
IォA!L :･
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図411第3世の｢つばめ｣
(蝦名　清元教官画)
6.第1世の『ちどり』の航跡
第1世の『ちどり』は建造の経緯や建造年月,図面,主要目などの記録はまったく見当たらないが,戦後の混
乱期から1975年(昭和50)頃まで練習船として存在したのでその写真だけはたくさんあり,それらの艇の姿から昭
和年代に建造された海軍の木造12m内火艇と特定することができる0
(1)本船の写真はつぎの卒業アルバムなどにある｡
写真417は明治丸の右舷に係留する本艇である(明治丸修理概要写真集,昭和29年(1954) ,東京商船大学百周年
記念資料館所蔵｡本写真集は1952-1954年間の明治丸工事記録でフォアマストのヤードだけを揚げた工事完成の
姿を示す)｡
写真4-8は明治丸のポンツーンに係留する本艇である(1956年11月筆者撮影)｡
写真4-9は職貞リクリエーション荒川巡航に出掛けたときの本艇である(1965年4月25日庄司和民(N121)教官
撮影)｡この写真では写真4-8にみえる操舵室直前の機関室のベンチレーターがなくなっており,改造の跡が見え
る｡
写真4-10は現本学ポンド内で,第4世の『やよい』 (1964-1980)のかたわらにもやう本艇である(1965年4月
25日庄司和民(N121)教官撮影) 0
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写真4-7　明治丸の右舷に保留する　　　　写真4-9　第1世の｢もどり｣ (1946-1975)
第1世の｢もどり｣
(1 946-1 975)
(明治丸修理概要写真集
昭和29年)
(昭和40年4月25日　庄司和民教官描影)
写真4-8　明治丸ポンドに係船する第1世の　　　　写真4-10　本学のポンドにおいて第4世の｢やよい｣に
｢ちどり｣ (1946-1975)　　　　　　　　　　　　接舷する第1世の｢もどり｣ (1946-1975)
(昭和31年11月　筆者掩影)　　　　　　　　　　(昭和40年4月25日　庄司和民教官抽影)
そのほか12回生(1964年(昭和39)卒業　15回生(1967年(昭和42)卒業), 17回生(1969年(昭和44)卒業,学生の
ハゼ釣りの光景と船室内でのハゼてんぷらの試食会の写真がある)のアルバム｡ 12回生のアルバム以前は全体が
白色塗装, 15回生以後では老朽化が激しくデッキと屋根に防水塗装を施してある｡
( 2)戦後,東京商船大学の清水と東京校舎の海岸教室の舟艇の機関部を担当した海老名　清元教官は,本艇に
つきつぎのように話している｡昭和35か36年頃に千住の隅田川造船で本艇の大改修を行い,外板を新替え,主機
を山岡発動機の電気着火式石油発動機(直列4気筒約30馬力)からヤンマー4LD型V 4気筒25馬力の予燃焼式
ディーゼル機関に新替えした｡
(3)本艇の写真から,つぎの資料を参考にして本艇を昭和年代に建造された海軍の木造12m内火艇と特定する
ことができる｡資料(a)福井静夫:写真　日本海軍全艦艇史,日本海軍全艦艇史(賓料編) :ベストセラーズ,
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1994｡ (b)木俣滋郎:残存帝国艦艇:図書出版,昭和47年(c)写真集日本の小艦艇(続) :光人社,昭和53年｡
(4)三菱造船株式会社;商船建造の歩み1887-1958の長崎造船所の建造リストによって本艇の要目を推定する
とつぎの類似艇となろう｡
造船番号690利根付属, 1936年10月31日竣工のWooden Motor Launch,長さ12m,幅3.2m,深さ1.2m,池貝海
軍塑出力30馬力ケロシンエンジン1機｡
(5)東京商船大学100年史の第5編第4章の明治丸･舟艇･プール等の項で内火艇ちどりについて次のように
述べている｡ 『接収時には,明治丸,やよひ丸をはじめ,ピンネ-ス,カッター,伝馬船その他総計24隻の舟艇
があったが,このうち明治丸と内火艇ちどりのみが接収された｡ ･一　一内火艇ちどりは昭和23年7月7日に
接収解除となり,しばらく放置されていたが, 26年9月に再就航し,東京分校時代の唯一の海上の足となり,実
習その他に貢献して内外から重宝がられた』とある｡
( 6 ) 1945年の敗戦の大混乱の時期に横須賀や館山などの海軍基地から海軍の舟艇に乗って東京に復員した兵士
も多く,それらの舟艇は運河や川べりなどに乗り捨て放置されて,水上交通の妨げともなっていた｡
1945年10月,終戦休業から帰校した東京分校の専科5期生の操艇実習授業を利用して,庄司和民教官の指揮に
より新川運河に放置されていたダイハツ艇をピンネ-スによって曳航し,それを深川越中島の海務学院の船着き
場のポンツーンにした｡
1946年(昭和21) 3月,海務学院に『内火艇が乗り捨てられているが,商船学校のではないか』と中央区新川の
一市民から電話があった｡井関　貢航海科長の指示により,庄司和民教官,小泉栄次郎技官,専科5期生らが引
き取ってきて,海務学院の船着き場に係船した｡昔ちどりと言う艇があったとの伝説から本艇を『ちどり』と命
名した｡これが第1世の『ちどり』であって,この内火艇は終戦時には越中島にはもともとなかったもので,接
収のされようもなかった｡
1944年より明治丸のポンドで個人所有の豪華モータポート1隻を預かっていたが,終戦直後の大混乱の中で明
治丸とともに本艇も進駐軍に接収された｡その後の本艇の消息は不明である｡
第1世『ちどり』は東京で公務に活躍したのは勿論のこと本省と本学の職員の交流の場としても,また学生に
も大いに利用された｡初代の船長は庄司和民教官,初代の機関長は内海　博教官であり,次の機関長は清水の本
校から東京-内地留学した堀田秀夫教官であった(この項1996年庄司和民本学名誉教授の談話) 0
(7)第2世の『ちどり』 (1981年(昭和56) 1月20日竣工, 1994年(平鹿6) 3月廃船)｡写真4-11は第2世の『ち
どり』を示す｡図4-2は第2世の『ちどり』の図面を示す｡
写真4-11本学のポンドに係留する第2世の｢ちどり｣
(1981-1994)後方は第5世の｢やよい｣
(1980-現役)
(本学ポンドにて1994年　本学学生課掩影)
東京商船大学の小型練習艇史(その4 )
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H4-2　第2世の｢ちどり｣ (1981-1994)
H4-3　第3世の｢ちどり｣ (1994-現役)
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第2世の『ちどり』は学生課が管理し,おもにヨット部やボート部などの課外活動用として学生が使用した｡
つぎに学生課の記録に残る使用例を示す｡
『学生課所属第2世の『ちどり』行方不明事件』
ヨット部の学生4名が『ちどり』に乗って千葉県富浦での部活動に参加したのちの越中島への帰途1989年8
月10日朝富浦を出港, 2100を過ぎるも帰校せず｡大学は『やよい』を富浦に出動するとともに,深夜に至り海上
保安庁に捜索を依頼する｡ヘリコプターや警備艇捜索するも発見できず｡翌11日夜明け時　0500近くを通りか
かった第5富士宮丸に荒川河口において発見され,ただちに曳航される｡その直後に東京水上警察に発見された
旨学生課に連絡があった｡乗り組みの学生は水上警察と海上保安庁を廻り, 0750海上保安庁の職員に『ちどり』
のエンジンを起動してもらって, 0845 『ちどり』が大学のポンドに帰着する｡原因は燃料タンクの残量が少なく
なり,ローリングにより燃料ポンプが空気を吸い込み,ディーゼルエンジン停止｡乗艇のヨット部学生が燃料ポ
ンプのプライミングの技を知らなかったことである｡対策として回航マニュアルを作成した｡
(8)第3世の『ちどり』 (1994年(平成6) 4月15日竣工-現役)O図4-3に本艇を示す0
7.その他の小型横艇
(1) 『吹合丸』　東京商船大学百年史の収録艇であるが,つぎの事項を補強する｡日本船名録昭和22年度版
記載『船鑑札船,総トン数17.船籍港　清水.所有者　高等商船学校』
(2) 『さつき』　戦後の東京分校で交通艇として重宝がられた艇であって,ヤンマーより譲り受けた約3Ps
のエンジンを伝馬船の船内に取り付けたものであった(この項1996年庄司和民本学名誉教授の談話)｡
(3) 『海鳥』 (1981年～現役)写真4-12に示す本艇は第2世の汐路丸の搭載艇であったが1987年に同船の廃
船にともないポンドへ回航された｡
船舶検査済票の番号　第230-10373号.船体材質　FRP.長さ(LR) 4.5m.全長(LOR) 7m未満.幅(B) 1.99m.
深さ(D) 0.92m.主機関　ホルポペンタ115Ps*5000rPm*1機.最大搭載人貞　6人.日産自動車製造.
(4) 『かもめ』 (1986年一現役) (図414および写真4-13)｡
(5) 『せきれい』 (1986年1月24日購入一現役)｡学生課所属の本艇を写真4-14に示す｡
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写真4-12　｢海鳥(KAICHO)｣ (1981-現役)
(1996年8月20日　本学橋本一明教官撮影)
写真4-13　ドライドック係船中の｢かもめ｣
(1 986-現役)
(1996年1月29日　筆者撮影)
写真4-14　"せきれい　　　年～現役)
(1996年1月29日
筆者撮影撮影)
船舶検査済票の番号　第230-14881号.船型　ヤマハ17CR2.船体材質　FRP.全長　4.44m.幅1.95m.深
さ　1m.総トン数　0.4.主機関　ジョンソン船外機30RL30Ps*1.航海区域　沿海.最大搭載人貞　6人｡
8.まとめ
戦前の東京高等商船学校では兵籍にある海の若人を育てるための訓育的な教育が重視され,大型練習船明治丸
と大成丸はその教育の重要な錬成の場であり,卒業生のこころのふるさとでもあって,それらの記録は収集,編
集されて明治丸史ならびに練習帆船大成丸史として発行されている｡
これに対して小型の練習舟艇については,明治45年版と大正2年版の商船学校一覧の『第14章舟艇及其ノ練習
の第1条学生練習用トシテ備付ノ舟艇及其ノ受持左ノ如シ』の一覧表の全舟艇リストは記録としてまことに貴重
なものであるが,その後は記録らしいものを残していない｡商船学校写真帳や東京高等商船学校席上課程修了ア
ルバムなどに掲載された写真のなかには,主役の明治丸のそばに船名不祥の艇がひっそりともやっていることが
ある｡たとえば,東京高等商船学校(1936年(昭和11年11月24日発行)掲載の係留練習船明治九の写真について,
明治丸の右舷船首よりにもやう海軍の内火艇らしきものの素性は定かでない｡これらの舟艇についてはさらなる
調査が必要である｡また第1世の『ちどり』の船名の由来となった伝説の同名船を探してみたが,ついに見つけ
だすことができなかった｡
ここで調査した明治,大正期のモーターボートおよび第1と第2世の『っばめ』の経歴に関する記録も皆無な
ので,その調査はもっぱら商船学校校友会雑誌,商船学校写真帳,東京高等商船学校席上課程修了アルバムなど
に掲載された写真に依存した｡また第1世の『ちどり』および第3世の『っばめ』については当時これらの艇に
78　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森下　隆
直接関係した本学の教官であった方々の証言とこれらの艇の当時の写真に依存した｡その結果第1世の『ちど
り』は終戦後の大混乱期に東京の新川に長い間放置されていた旧海軍12m内火艇を本学のために有効利用したこ
とが明らかとなった｡
今後はその他の現役の練習艇のリストを整備するとともに,明治45年版と大正2年版の商船学校一覧の『第14
章舟艇及其ノ練習の第1条学生練習用トシテ備付ノ舟艇及其ノ受持左ノ如シ』の一覧表の全舟艇リスト同様の過
去の各年度版の復元を念願している｡
末筆ながら本調査にさいしてご教示をいただいた庄司和民東京商船大学名誉教授をはじめご協力をいただいた
方々に厚くお礼を申し上げる｡
